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議   事   録  

 
説明会の名称  小学校給食調理の運営に係る説明会   （第二回）  

開 催 日 時  
令和３年７月２２日（木曜  祝日）  

午前１０時～午前１１時５５分  

開 催 場 所  市民会館萌え木ホール  ３階  

説明のため  

出席した者の  

職 氏 名 

 

教育長       大熊  雅士  

学校教育部長    大津  雅利  

庶務課長      鈴木   功  

学務課長      本木  直明  

指導室長      加藤  治紀  

説 明 会 

参 加 人 数 
１９人  

説明会次第 

１  教育長挨拶（大熊教育長）  

２  小学校給食調理業務の更なる委託について（本木学務課長）  

３  質疑応答（説明員）  

説明会内容 別紙のとおり  

配 布 資 料 

１  小学校給食調理の運営に係る説明会次第  

２  小学校給食調理業務の更なる委託について  

３  小金井市学校給食の指針  

４  第３次明日の小金井教育プラン概要版  

５  学校給食調理業務について  
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【学務課長による説明】  

 別紙のとおり  

 

【質疑応答】  

 

質問者Ｆ  

一昨年までみんなの給食委員会の委員を務めさせていただきました。私、前の説

明の時も小学校が５校委託になるときも説明を聞いていて、その時はエリアを四つ

に分ける話と、あと民間と直営の両輪があるので、うまくいくという話を聞いたん

ですね、それを１時間位お話を聞いてたことが、数年でなくなってしまっていて、

ちょっと気になったのが前回の説明にのせた４分割というのが、なんの裏付けもな

く、ちょっとやってみてうまくいかなかったと聞いたんですけど、どうしてそうい

うふうな説明をしたのか聞きたいのと、あと４校直営は維持しますと言った維持に

対する努力は何かされたのか聞きたいです。  

もう一個聞きたいことがあって、今回残った４校直営にするときに、特別な何か

検証をしたのかというのをお伺いしたいです。一応、議会とかも聞いたんですけど、

今ある給食運営委員会とか、みんなの給食委員会とか、市長が全校食べてるから大

丈夫っていうような、特別な検証は見当たらなくて、この両輪で動いていたものの、

片方を外しても、このまま維持して行けるというふうに決断したのは、どういう検

証をしたのか聞きたいと思っています。  

あと３点目が委託校立ち上げの時のために、新しい業者が入ったりとか、契約が

更新されなくて違う業者が入るときに、今まではずっと直営があったので、直営の

調理員さんがその都度スポットで入ったりとか、指導はできたと思うんですけど、

何年後か５年後１０年後かに委託校がガラッと会社が変わるときに、そういった時

の指導とかそういうのは、もう第三者委員会に丸投げなのか、それとも市でノウハ

ウとか、ちゃんと蓄積があって、こうしていくんだという小金井市のポリシーみた

いものがあるのか聞きたいです。今日のお話聞いていると、第三者委員会頼みで、

小金井市がどうしていきたいというのが、ちょっと見当たらなかったので、そこが

聞きたいと思ってます。  

 

教育長  

四つのブロックに分けて、直営校が民間委託校を指導する、そういう情報交換す

るという形を説明させていただいたというふうには聞いております。実際のそれを

実現しようとしたときに、これは大変申し訳ないというふうに思う訳なんですが、

直営校の調理員が自校の給食を作る同じ時間に民間委託校に移動して、そこで指導

するというのは、実質不可能であったということを言わざるを得ないということな

んです。はっきり言うと。それを、じゃあなぜ先ほど見ていただいたように、子ど

もたちのアンケート結果から、またみんなの給食委員会の皆さんの試食の結果、そ

れから今日は１校しか示せませんでしたけど、各学校で行われている試食会等で、

これだけ多くの高評価をいただいているというのは、どうしてなのかということを

私どもが検証させていただきました。それはいわゆる調理員の交流ということでは

なくて、小金井市がしっかりやっているもう一つの方法である各校に１名しっかり

と栄養教諭もしくは栄養士を配置してその人たちが、定期的に栄養士会を開いて、

情報交換をしたり、それからレシピの共有等を行うことで、このいわゆるアンケー

ト結果を、担保することができたんじゃないかなと考えます。また直営校の調理員
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の方々も 4 民間委託校が行っている給食調理の方法から学ぶということも実は多か

ったというふうに聞いています。安全という意味では、民間委託校の方が進んでい

た面もあったようです。これは教員から聞いた話なんですけれども、たまたま理科

の実験を行う時にキッチンラップが無かったそうで、給食室ならあるだろうという

ことで、借りに行ったそうです。そうしたらこころよくキッチンンラップを貸して

いただいたんだそうですけど、それを給食室に戻そうとしたら、一旦給食室から出

したものは戻せませんと断られたそうです。そういう意味でも、その話を広めてい

くことによって、給食室の安全性というのは、そういう形で担保されているんだな

という情報交換を進めてきたというふうに聞いております。すべてうまく答えられ

ているか疑問なんですけれども、今、教育委員会として考えていることっていうの

は、そういうことで、とにかく、この小金井の伝統である安全でおいしく温かい給

食を提供し続ける、これをしっかりとやっていくためには、その先ほどの栄養教諭

もしくは栄養士を配置を続けるということをまず明言させていただく、それが小金

井の給食を守ってきた大きな大事な視点であろうと、ですが、私どもも、それだけ

では難しいだろうと考えて、今度は専門の知識を持った調理の専門家に入っていた

だいた第三者機関を作って、その人たちに年間３回程度、各学校の試食をしていた

だいたり、先ほどの栄養士会にも出席していただき、技術の向上とか情報交換がで

きたらいいかなというふうに思っております。あとちょっと付け足していただきた

いんですけど、こういう検証をするときに、一番大事なのは、誰かということなん

ですが、これは校長の職務として、検食というのをやっております。この検食の時

にですね、問題点があれば、逐次報告したり、それをしっかりと伝えていくことに

よって、給食の質を担保するということができると思うんですが、実際に校長とし

てやっていた指導室長が、実際に僕もやったということを聞いていますので、どう

いうふうにやったのかを話しをしてもらいたいなと思います。  

 

指導室長  

指導室長の加藤と申します。私も校長として勤務しておりましたが、基本的には

毎日検食をするというのが校長の一つの業務となっています。子どもたちに配食す

る前に、一定の時間に実際に食べて、表に味とか温かさとかそういったものについ

て、いくつか項目に基づいてチェックをすると、やはり、長年給食を食べてきてい

ますので、それなりの一定のチェックはできるのかなというふうに思って、日々チ

ェックをしてきました。何か気になることがあれば、それを校長は栄養士に伝える

ことができます。本市の場合は全校に栄養士がいますので、ダイレクトにそれを伝

えることができるということがあって、栄養士とも確認をして、どうしても改善が

必要だなという部分があれば、実際に私も委託校の校長を他市ではありますが経験

してきていますけれども、そういった場合には、その学校の委託業者さんの担当者

がいますので、そういった方に来ていただいて直接校長から話をしたり、問題が大

きければ、上席の全体のエリア統括とかそういう方に来ていただいたりとかして、

検証を進めてきた、チェックをしてきたと、そういうことは現場では行われている

ことかなというふうに思います。自分もそうやって経験してきました。  

 

学務課長  

２点目の質問の特別な検証というようなお話ですけれども、小金井の給食は非常

に丁寧に作られていて、化学調味料は使わないで出汁から取る、ご存じの方もいる

と思うんですけれども、他市と比較しても丁寧な作り方をして提供しています。そ
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れだけでも特別な訳なんですけれども、検証を、委託校ばかりでなく直営校も検証

を毎年しているわけですけれども、これもやっぱり特別なことをしているんだとい

うふうに思っています。それらを毎年毎年積み重ねてきたというのは非常に小さい

ものでは無いとこのように考えておりまして、このように積み重ねてきた結果から、

直営校と委託校に今現在、大きな差がみられないというように考えております。ま

た、５年後１０年後委託業者が変わるときのものですけれども、これまでも委託業

者が替わったとしても、引継ぎというものがございますし、ノウハウというのも、

これまで蓄積された伝統というものがございますので、もちろん、栄養教諭、栄養

士が日々の中で確認をするということができると思っておりますので、業者が替わ

ったとしても、蓄積は続いていくと、このように考えてございます。  

 

質問者Ｆ  

特別な検証って、通常の検証以外にしてないってことですか、直営校の直営職員

の維持のところが聞けてない。  

 

学務課長  

今回、こういう説明会を開催するにあたって、改めて検証をしたという趣旨では

なく、日々の毎年毎年の検証の積み重ねが、私たちにとっては特別な検証をしてる

んだという認識がございまして、その積み重ねが、我々の判断になっていると、い

うことでお答えさせていただきます。  

 

質問者Ｆ  

直営残しますと言ってくださったので、残す努力をされたのか。  

 

学務課長  

先ほど教育長の方で、お答えさせていただきましたけれども、なかなか現実的に、

日々毎日の中で指導を他校の調理員が別の学校に行って、毎日毎日の中でやるのは

難しかったということです。研修会などは行ってその時に直営校の調理員と委託校

の調理員が一堂に会して、お話をしてその中で、直営の調理員からいろんな経験を

お伝えしてということもあったわけですけれども、なかなか難しかったというよう

なこととなります。  

 

質問者Ｇ  

お世話になっております。みんなの給食委員会の〇〇と申します。日頃から給食

の会での交流の中で、調理員さん栄養士さん委託業務の方々とも交流させていただ

いて大変感謝しております。今日の説明会で、先ほど教育長が今の質を担保できて

いるのは、栄養教諭と栄養士がいらっしゃって、各校配置されていることで、大変

な質を担保していて高評価を得ているということを、おっしゃっていて、そちらを

各校配置するということを明言いたしますというふうに、さっき発言して下さいま

した。そして今日の資料の中の、更なる委託についてという用紙の中の１ページ目

の２の中に、国の方の方針はトップランナー方式を導入して、地方交付税の算定に

用いる費用から直営校の人件費を含まないこととしましたということがあって、そ

れを受けてということを説明されたと思います。栄養教諭と栄養士さんについては、

そちらは市の人件費としては、算定、計上はされないのでしょうか。それとも委託

された場合の業者さんにも栄養士はいらっしゃると思うが、委託校の栄養士さんを
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各校配置の１名とカウントするのか、市がきちんと採用した栄養士さんを配置する

ことを明言していただきたい。この小金井の給食指針には、それについて、栄養士

さんについて明記されていないが、、それについては今後、ここで説明して私たちが

納得したというだけではなくて、全市民の保護者がわかるように、指針に明記する

というようなお考えは今のところ、あるのでしょうかということを質問させてくだ

さい。  

 

教育長  

安全でおいしく温かい給食が担保されてきたのは、僕の最初の挨拶のところにも

ありましたけれど、小金井のこれまで給食を作っていただいたすべての方々の知恵、

技術等の積み重ねであったというふうに思っております。それが伝統としてしっか

りと担保されるようになってから、その伝統を守り続けてこられたのはやはり他市

と違って、小金井は栄養士をしっかり配置していることであろうということを、私

どもとしては、今後委託にあたって、これがとにかく大事な点だったんだというこ

とを認識させていただきました。このことが今僕の方から、今後も配置は継続する

ということを明言させていただきたいと思っております。今後は、先ほど説明した

第三者機関等にもこの話をさせていただいて、給食の指針の方にそのことを明言す

るということを、約束させていただきたいと思います。教育委員会の考えというこ

とで、聞いていただきたいというふうに思います。本来であれば、給食の指針を変

更して皆様に示さなければならなかったのですけれども、そこをもし変更するとな

れば、パブリックコメント等いろいろやらなければならなくて、その時間的余裕が

ございませんでした。そこで、今回の形でしっかりと明言させていただいて、お約

束させていただき、さらに指針を改定するときには、その中に文言として入れると

いうことを約束させていただきたいと思います。  

 

質問者Ｇ  

明言はありがとうございます。その栄養士さんの管轄というんですか、先ほど質

問しましたけど、それについてお言葉をいただきたいのと、あと指針に明記すると

おっしゃっていただいたので、それはいつ頃に実行されるというふうにお考えなの

か、その２点教えてください。  

 

学務課長  

まず、委託業者にも栄養士がいらっしゃって、その方々がカウントされてしまう

のではないかと、ご心配という趣旨かと思います。委託するのは調理業務だけです

ので、仮に栄養士資格を持った調理員の方がいらっしゃったとしても、その方は栄

養士業務ではなく調理業務をいたします。ですから委託さんの資格上栄養士を持っ

ていたとしても、学校が行う栄養士業務は行いません。当然、栄養士業務は、市の

職員と都から派遣してもらっている栄養教諭、栄養士さんがいらっしゃるんですけ

れども、その方を１４校に配置をしております。ですから直営の職員により、栄養

士業務は行ってまいります。委託さんにたとえ栄養士の資格を持っていたとしても、

それは調理員業務にたまたま資格を持っているだけの話ですので、そこはカウント

されませんので、ご安心ください。それから、指針のところなんですけれども、書

いてある場所が、必ずしもご満足いく場所じゃないかもしれないですけれども、指

針の２ページ目の１行目に、各学校の栄養教諭、栄養士が献立を立てているという

くだりがございまして、学校に栄養士、栄養教諭がいるんだということは、実はこ
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こでは、現状としてわかっている話で、一応説明としてはあります。ただ、今私ど

もは、出した資料で強く栄養士、栄養教諭を各学校に配置するんだと、それで安全

でおいしく温かい給食、この伝統を維持していくんだという意思表示をさせていた

だいたというふうな形として捉えていただけるとありがたいです。これから第三者

機関の方にも、味の検証ということで、いろいろ見ていただくようなことを考えて

いるんですけれども、質問された方が所属されているみんなの給食委員会との位置

づけをちょっと関係性をよく検証しなければならないということがありますので、

急いで検証してお互いに考えていきたいので、お仕着せにこういうふうにやること

は考えておりませんで、丁寧にやっていきたい。令和４年４月から委託をするわけ

ですけれども、委託をしたとしてもその時点からすぐに同時に立ち上げてというと

ころは、まだ時間的には、専門家の方々を実際探すということも含めて、そこのと

ころは時間的には、そこでタイミングではないかもしれませんけれども、令和５年

４月くらいにできたらなあという、これは個人の私自身の私見にはなりますけれど

も、そのような思いで考えております。  

 

質問者Ｈ  

みんなの給食委員会に所属させていただいている保護者の〇〇と申します。今、

直営の栄養士さんを各校に１人ずつということを明言していただいたところなんで

すけれども、私、給食委員会に出席していて栄養士さんの認識の差があるなという

ふうに感じています。指針があって、そこに沿って栄養士さんがやられてるんだと

思うんですが、出席されてる栄養士さんに家の娘が行っている学校の給食の献立に

ついて質問をした時に、うちの学校ではそれをやっていませんというような回答が

返ってきて、栄養士さんの中で、情報の共有などされてると思うんですが、ちょっ

と一致されてない部分があって、栄養士さん１校に１人置くことで、それで OK じゃ

ないような気がしています。もっと指針に力を持たせて、誰が読んでも同じ解釈が

できる指針にするとか、そういうことにしていかないと、栄養士さんが１人いたと

ころで、もちろん、教育との関連とか、そういうところはできると思うんですが、

給食の内容とか献立の部分で、ちょっと栄養士さんによって、認識が違うというの

を感じています。なので、その部分栄養士さんの育て方というか、認識の部分の違

いの説明をしていただきたいのと、あともう一つ、先ほどから味がおいしいとか、

あったかいもちろんそこは子どももわかるし、校長先生も検食とかでわかるところ

だと思うんですが、今までおっしゃっていた安全というのは、たぶん衛生上の安全

のことだと思うんですが、食品についての安全のことも実は、私は気になっていて、

いちおう指針に学校給食の食材の選定について無添加、無着色、非遺伝子組み換え

とか、低農薬、有機栽培って言葉があるんですが、そういうことはあまり触れられ

ていないのかなというふうに感じました。安全についてなんですが。触れられてい

ないので、そこの部分も触れていただきたいというのは、この第３次明日の小金井

教育プランの６番のところにも、健康食育の推進というのがあると思うんですが、

やっぱり健康、安全というか安心というか食材に関しての安全なものを取るという

のが大事だと思うんです、添加物とかそういうのがあるとやっぱり、健康もおかさ

れる、そうするとやっぱり医療費も圧迫してくるのじゃないかというふうに考える

ので、そこにちょっと財源を持って行っていただくことができないのかなというふ

うに考えているのですがいかがでしょうか。  

 

学務課長  
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栄養士のところで認識に差があるんじゃないかということで、お子さんが、みん

なの給食委員会で説明した栄養士のメニューが出てなかったというようなことだと

思うんですけど、逆に言うと、じゃあ全校同じメニューになりますよ、各学校のい

ろんなこと考えずに、１日目はカレー、２日目はチャーハンとか、そんなようなメ

ニューで各学校横並びになってしまうようなことはおかしいと思うんですよね。で

すから、いい部分はいいでちゃんと共有して情報共有して、たまたま、そのいろん

な栄養教諭がその時伝えた内容とかを考えながら、一か月前には、メニュー作って

ますから、お知らせしたりとか、発注したりとかもあるので、そこはもう学校ごと

にいろいろ考えられていて、いろんな食育とかも考えていきますので、それに合っ

た季節の料理とか考えたりしていますので、たまたま説明したことはやってなかっ

たかもしれないけれども、そういうことが大事であれば、また今後、栄養士会等で

情報交換をもっと活性化させていきたいというふうに説明をさせていただきます。

食材の件です。すみません、今回の説明のところには、書かなかったんですけれど

も、私どもの認識では、指針の４ページに書かれている食材の選定基準、無添加、

無着色、非遺伝子組み換え、国産食材を基本としますというところですね、これは

私たちにとっては、当たり前の話で、認識として、これも含めて、この指針を遵守

するんだということを強く提示をさせていただいたという思いです。けっして、軽

く考えてるという訳ではございません。実は、今日もいらっしゃっているんで言い

にくいんですけど、先月の市議会で、報告書を見て、バレンシアオレンジという品

目を調理に使ってるんだということを、たまたま報告書に載っていまして、バレン

シアオレンジって外国から輸入したものじゃないのっていうようなことでご質問い

ただいたんですけれども、私の方で即答できなかったんですが、バレンシアオレン

ジというは、商品名でありまして、実際にはバレンシアオレンジという国産のもの

を入れて使っているということになって、指針にも書いてありますので、栄養士は

そこのところ、しっかり守って発注してます。ただ、表現上ちょっと誤解をあたえ

てしまったかなということで、私も即答できなかったので、非常に反省してるんで

すけれども、そういったことで、それぐらい献立を作って、食材を選定している栄

養士、栄養教諭にとっては、指針の食材の選定の部分については、当たり前という

か、大基本中の基本になっているということでご説明をさせていただきます。  

 

教育長  

担当が一生懸命やっているところは分かっていただいたと思うんですが、もう一

度表を見ていただいたときに反省事項がありました。どうしてかというと、栄養教

諭、栄養士の真ん中のところに、教育委員会が指導するというようなことっていう

のは、この表から読み取れない。つまり栄養教諭、栄養士に差がみられたときに、

直接指導するということが、この表では読み取れないので、この点どういうふうに

するかというのは、今のご意見いただいて、実は最近、幅広い年齢の栄養士さんが

いらっしゃるものですから、やはりしっかりした指導が必要だろうということを、

改めて認識させていただきましたので、この表に付け加えさせていただきたいとそ

ういうふうに思います。  

 

質問者Ｈ  

食材とかできているというふうにお考えだということなんですが、他市と比べて

もできているというふうに先ほどいただいたんですが、例えば武蔵野市とかだと、

パンは国産の小麦に限っていたりするんですね、でも小金井はそうではなさそうな
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んです。外国産の小麦ってものすごく農薬がいっぱいありまして、グリホサートが

いっぱい入っていて、それが大分子どもに影響与えたりもするんですね、地場野菜

とか見える食材に関しては、きっと農薬とか気にされているんでしょうけど、そう

いう加工品などのところでも、ちょっと気にして欲しいなというところで、栄養士

さんの認識の違いのところでもそうだったんですが、実はうちの娘の通ってる学校

では、デザートにまあ冷凍食品とかが使われていたので、添加物とかどうなんです

かとお伺いしたときに、お伺いしていただいた調理師さんは、うちの学校は全て手

作りで行っていますという回答だったので、それだといってだから一日はこのメニ

ューというふうには多分ならないと思うんですが、全校同じようなメニューしか出

せれないということにはならないと思うんですが。  

 

学務課長  

すみません。ちょっと言い方が悪くて、誤解を与えてしまったようなんですけれ

ども、だからこそ、学校の特色にあったメニューを栄養士達が考えてそれぞれが異

なるものを作って、ただ好評だったメニューとかそういうものについては、情報共

有をして、その視点で、いいものはちゃんと時期が違ったときとか、日にちが違う

時に提供しているということもあるということになります。パンですね、パンのと

ころは東京都の方から示されたところの団体で作ってる工場のところから確かに仕

入れています。小金井市の給食費、やはり良い食材も他で使っているので、給食代

確かにちょっと他の市より少し高めなところもあります。そこも総合的に考慮して、

いわゆる東京都のところからご紹介いただいたところでも、けっして、非常に安全

では無いというような認識はしておりませんで、その中で総合的にそちらを利用し

ているというところです。ご意見のところは、ご意見としてこの場で受け止めさせ

ていただきます。  

 

質問者Ｉ  

息子がもう高校２年生なんですけども、〇〇と申します。四小出身なんですが、

息子が３年生の時に直営から委託に移りました。校長先生が検食をしているから大

丈夫、アンケートでおいしいっていうのは分かりましたし、特にうちの子の頃と比

べると今ものすごく地場野菜、小金井産のお野菜が増えているというのは、すごく

いいことだなと思って、拝見していました。安心安全の中に、事故ということが、

すごく大事なこと、占めることだと思うんですよね、息子が３年生の時に委託にな

ってから、しばらくして異物混入ということがありまして、サラダの中に虫が入っ

ていたんですけれども、それで急遽そのクラスはサラダを食べなかったという経緯

がありました。たぶん直営の時は、洗いが２回だか３回だか洗っていたのが、委託

さんになって回数が減ったのかな、その事故があってから、野菜を洗う人、人数を

増やしましたってことを変わったんですね、あと、私たちが要望をして、委託にな

ってから、毎年希望する保護者に試食会をさせてくださいってことで、校長先生の

判断で、そういうふうになっていきました。そういういろんな努力があって給食の

質が保たれているのかなと思うんですね、それが決して栄養士さんがいれば大丈夫

だということではなくって検食してれば大丈夫だということではなくて、懸念され

るのがやっぱり事故にかかわることだと思うんですよね、委託校が増えていくこと

によって、栄養士さんが現場に入って調理方法を見ることができないということが

一番大きな問題だと思うんですけれども、その辺の安全の担保をどうやって行くか

ということが、ごめんなさい、ちょっと、それは第三者委員会に全部お願いするの
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かなとかそういうことが全然わからない見えてこない、あと第三者委員会の内容が、

多分まだ全然お決まりになって無いと思うんですけれども、そこがあるから大丈夫

的なことがやっぱり聞こえてくるんですけど、その内容が、ごめんなさい、全然見

えてこないと、誰がいて、いつできて、どう検証していって、そのことが、ちょっ

と煮詰まっていないと思うんですけども、それが見えないので、わかってる範囲で

教えてください。  

もう１点、前回の資料で、四つのグループに分けたって堂々と書いてあるんです

よね、さっきの説明によると、調理してたら他の学校見られなかったから、結局こ

れは役に立たなかったみたいなことおっしゃってたんですけども、じゃあなんで前

回の資料に、この資料を見て、前回、保護者は、そうか直営校が委託校をみてくれ

るんだなみたいな、そういう思いで、それならしょうがないかなって思った人もい

ると思うんですけれども、結局全然できませんでしたっていう、このことに対する

先ほどもおっしゃってましたけども、検証も全然されてないと思うし、前回こうい

うことを提案しましたけれども、でもそれが、結局、ちゃんとまわってなかったっ

てことも今回の資料に書くべきだと思うんですよね、だって前回この資料をもとに、

保護者は説明を受けている訳なので、ということは、今回の資料も時の流れととも

に、全然変わってきちゃうのかなというふうに思っちゃうですけれども、それとあ

の直営校を残すって前回言ってたんですよね、これは平成２５年の保護者向けのア

ンケートなんですけれども、質疑応答の中で４校については直営での運営を継続し

ますって書いてあるんですけれども、ですので、その辺の資料が毎回変わる、内容

がちょっとなんか、変わってしまうことに、ちょっと疑問があることと、あと三小

と一小が委託される、じゃあ残りの２校も結局将来的に委託してしまうのかってい

うことを、ちょっとごめんなさい、なんか幅広くなっちゃいましたけれども、わか

る範囲でよろしければお答えお願いします。  

 

学務課長  

安心安全事故に関することということで、異物混入の話をしていただきました。

当時、サラダに虫が入っていたということで、申し訳なかったなというふうに思い

ます。異物混入は当然あってはならない話なんですけれども、なかなか例えば業者

から納入されていたときの段階で、例えばビニール袋の破片みたいのが、たまたま

入っちゃって、そういう形で、調理段階で当然見つけなければならないという話に

なりますので、調理員は、これは直営校でも委託校でも同様に厳しくチェックをし

ております。ただ、やはり例えばその納入段階のところでそういうことをされちゃ

困るんですけれども、そういうことがあったということは、１年に何回かございま

す。ただそういうところで発見をするところのものが、直営校においても委託校に

おいても、しっかり検査をしているということで、それから栄養士も給食の調理室

に入りますので、そこのところで、実際いろいろ見ながら、あくまで委託でござい

ますので、指示命令はできないんですね個々の人達に。当然上下関係があるわけで

はございませんし、あくまで委託契約という中で、契約書の指示書という中で行っ

てます。ただ、やはり、これについてはどうだというところは、現場責任者の人に

そういうふうな申し出をしてですね、現場責任者の方から指導、命令をしてもらう

という仕組みになってございまして、決してそれが直営だろうと委託であろうと、

そういう確認ごとが取れないとか、そういうふうなことが起きてはならないという

ふうに考えてございます。直営校を残すというようなお話のご質問がございました

けれども、現在、調理員として直営で働いている者たちもおりますので、当然協議
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を、労働環境の問題になりますんで、協議をしなければならないということがござ

います。現行決まっているのは、令和４年４月に三小を、その三小の検証後、令和

６年４月から一小を、ということは決まっていて、東小、本町小残り２校について

は、今後、両者で協議をするということとなってございます。  

 

教育長  

ご理解いただけないところっていうのは、確かに前、教育委員会が責任を持って

お約束したことを今回、変更するわけなんですが、大きく路線を変更するというこ

とになったことは、やはり国の平成２８年度からの方針転換というのが一つあって

ですね、その後、給食委託を直営にした場合に、地方交付税の算定に用いる費用か

ら直営校の人件費を含まないことになってしまいましたので、これを継続するとい

うことが非常に難しくなったということなんです。そういう状況になったんですが、

小金井の安全でおいしくて温かい給食を継続するためのどうしたらいいかというこ

とを考えて今回提案させていただいているというふうにご理解いただきたいという

ふうに思います。とにかく、小金井の伝統である給食を、子どもたちのためにしっ

かり守り発展させるということが大事だというふうに考えているところです。これ

までの、いわゆる直営校の調理員が、委託校の調理師を指導すると、見守るという

形ではなくて、本当の専門家に来ていただいて、それぞれの給食の質向上に力を貸

して欲しいということで、第三者機関を設置したい。それが今回の新しい経営方針

であるというふうに考えていただきたいと思います。  

 

質問者Ｉ  

一つはその前回、それは教育長のご説明、理解をしているつもりなんですが、前

回、平成２５年の時に堂々と四つのグループに分けます、分けるこの経営方針でや

るから委託させてくださいって言ったことに対して、じゃあしょうがないよねって

ことで、なったわけなので、国の方針がどうこうって以前に、これは無理でした、

出来なかったですよ、何故ならばということを、今回の資料でも前回の経営方針は

こうだったけど、ここが駄目で、ちょっと無理でしたっていうことを載せるべきだ

と思います。それと、ごめんなさい地方交付税の事はよくわからないけれども、も

らってないんですか、もらってないそうですけど、はい、以上です。  

じゃあ、残り２校もなし崩し的に今後、委託になっちゃうのか。ということを聞

きたいです。  

 

学校教育部長  

私の方から、交付税の関係でございます。交付税につきまして現在小金井市は、

不交付団体ということでございます。ただ、普通交付税、地方交付税につきまして

は、全部の日本の区市町村が同じ計算方式に基づいて計算してくる。それで、全国

のほとんどのすべての地方自治体に置きまして、財政基盤を同じものにして計算し

ます。すべての市の人口が違うんですが、すべて１０万人として計算した場合に、

また面積を一定の大きさにした場合に、その市が歳入と歳出、どのようにバランス

がとれてて、どのくらいの差があるんだというような計算をしていきます。国がこ

のところで、平成２８年度からトップランナー方式というのを導入いたしました。

このトップランナー方式というのは、経済、財政運営と改革の基本方針２０１５に

基づき、歳出の効率化を推進する観点から、歳出効率化に向けた業務改革で他のモ

デルとなるようなものを交付税の基準財政需要額の歳出の算定に反映する取組のこ
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とということでございます。国は大きく直営方式から民間に委託できるものについ

ては、民間に委託して、社会全体を繁栄させていこうというのが交付税の中で取り

入れるというものでございます。交付税制度の中でこのようなトップランナー方式

を入れられたのは、この平成２８年からでございます。そのような中で、国は大き

く変わったというところ、また、小金井市におきましても行財政改革を実施してお

ります。その中でも、これに基づきまして、民間でお願いできるものにつきまして

は、民間でやっていこうという形になりました。そこで生み出された財源で教育委

員会としては、創意工夫をしながらそこで生み出された財源を用いて、子どもたち

に還元していこうということで、この方針を変えていったということです。前回の

平成２５年の時に４校残すというところがあったんですが、国の方針等を参考にし

ながら、小金井市においても、自分たちの自らの創意工夫をしながら内部生み出し

をしながら子どもたちにどうやって還元していこう、安全でおいしく温かい給食を

このまま継続していくためには、どのようにしていったらいいのかということを検

討した結果、このように委託をしていくというふうに変えたものでございます。  

 

学務課長  

残り２校についてというところで、なし崩し的というふうな表現があったかと思

うんですけれども、今回説明させていただいているのは、三小と三小の検証後の一

小の２校について委託をさせていただきたいということで、保護者説明会をさせて

いただいております。残る２校については、先ほど労働環境の協議といいましたけ

れども、これについては協議はまだ途中ということ、今後も協議を続けるというこ

とになっているので、決まっているものでは、現時点においてはありません。これ

がもしも残り２校も委託するという話になったら、また別途、このような保護者説

明会を開催しなければいけないものというふうに認識してございます。以上です。  

 

質問者Ｊ  

子どもが小学校に通っております。〇〇と申します。  

まず、お恥ずかしながら私、医師を志して、その中で食事って本当に大切だなと

いうことで、大学で管理栄養士の学科におりました。もう１点、お恥ずかしながら、

親が国立の大学で教えておりまして、子ども時代を国立大学の官舎で過ごしました。

そんな中で、教育ってほんとに大切だと思います。その中で、ほんと食、体の基礎

を作る。私、６年前に小金井市に引っ越してきたんですが、小金井市が守ってこら

れたこと、この３０分の説明の中、今の質疑応答の中でも伺ってきた、この伝統的

に守られてきたことっていうのはとてもほんとに素晴らしいことだと感じますし、

逆に他の市町村が小金井をまねすべきだといってもいいほど、これほんとに誇りに

思っていいことだと思うんです。また、やはり、この国からの板挟みで、ほんとは

したいけれど、こうせざるをえない、また時代の変化に沿わなければいけない部分

もあると思うんですが、これからも、いろんなことが、時代の変化によってあると

思うんですが、基礎となることをこれからも守っていっていただきたいです。これ

は、自分の子どもがいるからではなくて、人類が進化していく上で、教育とは何か、

そういったことを常に、ほんと、皆さん、プロなので、常にそうされているんだと

すごく子どもたちを見てても、学校の公開日、見に行っても感じるんですけれども、

初心に立ち返って、大切なことを伝えて行って欲しいと思います。お願いのように

なるんですが。もう１点気になったことが、気になったというか、三小から開始す

るっていうのが、都市計画と共に爆発的に人口が増えて、すごく人手が足りなくな
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って、そういう部分もあるのではないのかなって思うんです。一番大事なのってバ

ランスであって、この都市計画の問題も、おそらく、絡んできているのであろうし、

教育にしても、国のような事情だとかそういったことの板挟みもあると思うんです

が、頑張ってください、小金井の学校教育って、ほんと素晴らしいなと思います。

よろしくお願いします。  

 

教育長  

本当にありがとうございました。今改めて小金井の伝統を守っていかなければな

らないという気持ちを強くした次第です。  

 

質問者Ｋ  

中町に住んでます。〇〇と申します。今日はこのような機会を作っていただいて

ありがとうございます。給食調理の更なる委託についてということで、いくつかお

尋ねしたいんですけれども、まず、今後の委託化の推進というところで、三小をま

ず委託をして、２年の検証期間を経て、一小を委託するってことが書いてあります

けど、委託っていうのは、何か特別なことをするのか、今までの質問とその回答を

聞いていると、これまでやってきた委託校の検証と違う検証をする考えはないのか

なというふうに想像していますけれども、何かここで通常の検証に加えて何か項目

を追加するという考えがあるのかどうかというのを確認したいと思います。次に、

現在直営校が４校あって、この直営の調理員が、各学校の調理の様子を見て回って

検証するってことで、技術交流だったり、ここが小金井スタイルではないよという

ような指摘がされてきたのであろうと思います。これから調理員も退職していくと

いうようになっていくわけで、ますます現場を知っている調理員というのが減って

いきます。そういう中で、どのように検証を続けていこうというふうに考えていら

っしゃるのか、そのへん、どんな青写真を描いていらっしゃるのか、確認できれば

と思います。  

それから、直営の場合であれば、栄養士も給食調理員も同じ、正規、非正規の違

いはあっても、市の職員ということなので、そこに公的な壁が無い訳ですから、栄

養士が立てた献立に対して実際に調理をする段階で、この献立だと作業が過重にな

るので、ミスを誘発しやすくなるから、献立を組み替えてくれというやりとりは、

可能だったと思います。これがますます民間委託に置き換わっていくということが

多くなるわけですから、そこの打ち合わせというのも栄養士、調理業者間の打ち合

わせも大事だと思いますけれども、栄養士、今後、民間委託が増えて栄養士が常時、

調理場に入って調理員への指示命令はできないというふうに先ほどおっしゃってい

ましたけど、そういうことができない中にあって、今後ますます各校に１人しか配

置されていない栄養士の負担が過剰になっていくんではないかということを私は心

配しています。そういった栄養士のサポートをどのように小金井市としてやろうと

していらっしゃるのか、それによって、質の維持向上を図ろうとしていらっしゃる

のか、今考えられていることがあればお知らせください。  

次に、これは給食に限ったことではありませんけれども委託費の算出根拠という

のが直営の調理員の配置基準から算出されているというふうに記憶しています。こ

れまでの説明の中で、何故、委託の効果が出るのかというふうに、その疑問に対し

ての回答が正規職員の１２か月分の人件費が、１１ケ月分、８月はまるまる学校給

食はありませんので、１１か月分の学校給食、人件費の算出で、委託料との差額に

よって財政効果が生み出されるのだという答弁されていたと思います。それで、こ
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れが人の働き方の問題になっていくと思っていますが、本来、１２か月分、１２か

月人は毎日毎日生活をしていかなければならない中で、その収入の丸々１ヶ月分が

無い、無くなるということで、委託の財政効果を上げようとして、人の働き方とし

て、こういう働き方を、市は是とする、これでいいんだ、安い賃金で働く人たちの

努力によって、学校給食を運営し続けていくのだというふうに、小金井市は決めた

というふうに考えていいのかどうか、そこで働いている人たちが、贅沢をしないま

でも、日々の暮らしに困らない程度の賃金を出そうと思えば現在の委託料のままで

いいとは思いません。何故ならば、より安い賃金でより多くの人達の給料を出さな

きゃいけないわけだから、委託は調理現場の人達だけではなくて、その運営をする

会社の人件費までも含んでいるわけだから、非常に安い賃金でより多くの人を働か

せなければいけないという仕組みであるというふうに捉えています。そういうこと

で、およそ１人分の人件費相当分の委託財政効果をもってして、子どもたちの教育

に還元するんだというふうに、それでいいと小金井市は判断しているのかどうか、

その上でこれからも新たな職員を雇用することをせず、三小、一小の委託が済んだ

後、東小、本町小の委託という方向に進んでいくのだというふうに小金井市は考え

ているとこちらが受け取っていいのかとか、ということをお知らせください。  

 

教育長  

私のほうからいくつか答弁させていただいた後、不足をお願いしたいと思います。

検証の事ですけど、三小が委託された後には、特別な検証方法を取りたいと思いま

す。前回、小学校を委託したときにも、全校アンケートを取っておりますので、そ

の点をしっかりやっていきたいと、その時期については今、計画中でございます。  

それから、非常に難しい点なんですけれども、今回の次の委託を進めるというこ

とに関して、やはり退職される方も自分の人生のライフステージをどう考えるかっ

ていうことも、様々あると思いますので、一概にそのことについて、この年になっ

たらこうなるっていうようなことを計画的に考えるのは非常に難しいなと思います

ので、今後の事については、少し時間をいただきたいと思うんですけれども、確か

に、その直営校の方々というよりも、これまで小金井の給食に携わっていた方々の

おかげで今の小金井の給食があるというふうに考えております。その時にベテラン

のここが一番の問題点なんですけれども、はっきり言わせていただくと、ベテラン

の人が持っている力はもちろん大切なんです。これは何物にも代えがたいものとい

うふうに思います。しかし、先ほどもスチームコンベクションオーブンという新し

い機器が導入されて、新しい給食も提供できるようになっている。こういうことの

使い方は、やはりさらに進化させていかなきゃいけないことなので、どういうふう

にして、その新しい機器を使っていくのかということに関しては、常に研修、検証

を続けていかなければならない、そういうことを考えておりまして、それに一番寄

与してもらいたいことが、さっきから述べております、第三者機関というふうに考

えているところです。  

それから、本当に、一番大事な点は、小金井の安全でおいしく温かい給食をこれ

からも継続的に維持していくということが一番の目的であり、子どもたち一人一人

にとっては、給食を楽しみにし、おいしく給食を食べながら、様々な学びのある給

食にしていくということが、今後も大切だというふうに思っています。これを実現

することが、今回一番大事な点だというふうに思っているんですが、ここまで全部

意見がまとまっているわけではないので、全部明言することはできないんですけれ

ども、とにかくそれを守るためにどうした方がいいのかというふうに考えると、そ
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の平成２８年度に出た国の方針転換というのは、私どもにとっても、大きな方向転

換になっておりまして、なんて答えたらいいかすごく難しいんですけれども、子ど

もたちのために給食をどうするかっていうことをまず一番に考えていきたいと、そ

れを実現するための方法を今回提案させていただいた。その委託されたところで働

いている人たちの生活のことに関しては、重く受け止めて今後もしっかりと、その

へんが大丈夫なのかというのは、私どもができる範囲で考えていきたいというふう

に思っておりまして、財政効果が先にあるわけではないんです。子どもたちに安全

でおいしく温かい給食を提供し続けるための方策であるとご理解いただきたいと思

います。  

 

学務課長  

直営の栄養士、調理員がいて、これまで協議をしながらいろいろやってきたんだ

というお話をされました。民間委託をしているところにおいても、例えば栄養士が

献立を作る際に、委託先であっても、調理員と協議をしています、それは、いわゆ

る契約書に基づく流れの仕様の中の一環ではありますけれども、ただ先ほども説明

の中で申し上げましたように、委託であろうと直営であろうと、立場の違いをお互

い尊重して、細やかなコミュニケーションを取りながら、公的な形状は仕様書に基

づくものになりますけれども、お互い立場を尊重し合いつつ、密なるコミュニケー

ションを取っていると、先ほど教育長も説明しましたように、逆に委託先から調理

員からこういうことだよと学ぶべきものがあったというようなお話もありましたけ

れども、それも献立を作る際に例えば協議をしてる場とか、そういう中で、生まれ

た話でございます。決して直営で無いからといって、実際に調理をするものと、献

立を作る栄養士との間にそのお互いの意見交換がなされないということではござい

ませんので、ご理解いただけたらと思います。  

 

質問者Ｋ  

三小の検証について、またアンケートをするということを考えているけど、具体

的にどこまでどういうふうにするのかっていうのは、検討中であるということでよ

ろしいですか。その辺がやっぱり詰まってない中で、説明会をされると私たちも手

探りな中で、この辺がクリアされてれば、市の方針にバツはつけないでおこうくら

い考えられるんですけれども、ちょっとそのへんがまだ茫洋
ぼうよう

としているというとこ

ろに、とても不安を感じます。それから国からの国の方針転換という大きな要素が

入ったときには、今説明をされて、今納得したことが、簡単に覆される可能性があ

るということについては、りゅうよしていきたいというふうに思います。  

それから、栄養士についてです。栄養士が栄養士だけではなく、栄養教諭という

肩書を持つようになって、これまでと言っても大分前ですが、食育基本法ができる

以前は、学校の調理業務に専念していられたものが、食育を担う担い手としてポジ

ションも大きく期待をされているわけです。その中に学校給食が位置づけられてい

るという中にあっては、やっぱり学校給食の調理の、献立作成や、その事前打ち合

わせ、それから、実際に、この中では中間検査というふうに書いてますけれども、

そこに十分に栄養士が時間を割こうと思えば、やっぱり先ほどから言っているよう

に、栄養士の業務というのは、相当に過重になっていくだろうというふうに思わざ

るを得ないです。そこに対して小金井市がどのようなサポートを強化していくとい

うことを考えているのかということを、もう１回確認したいと思います。何故私が
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こんなことを気にしているかといえば、他市で起こった給食の事故のことがあった

からです。テレビ報道もされたようなので、記憶にある方もいらっしゃるんじゃな

いかなというふうには思うんですけれども、調査報告書なども出ていてそれも読み

ましたが、やっぱり事前の打ち合わせが十分ではなかったということと、当日、調

理作業を変更しなければいけなくなったときに、栄養士に最初から確認をしないま

ま、調理のチーフの判断で、調理の作業を変えた結果、事故につながってしまった

というようなことが報告をされています。そういうようなことが、実際に起こって

公になっている他市の事例がある中で、小金井市が同じ轍を踏まないためには、ど

うしたらいいのかということは、相当慎重に考えていただきたいなというふうに思

いますので、それはよろしくお願いします。  

それから、働いている人の生活がきちんと成り立つような賃金を払えるようにと

考えれば、委託料を上げていかざるを得ません。そうしなければ、より多くの人の

生活を支えることはできないわけです。そうすると、今まで、議会で、また私たち

市民に対して、委託をすることによって、人件費が抑制され、それによって、財源

効果が生まれ、それを子どもの教育環境の充実に充てていくんだというそういうこ

れまでの説明の根拠が、失われます。議会では、一部分の方達からは、相当にたた

かれることになるというふうに思っています。そういったことも含めて、委託料の

値上げも含めて考えていくのか、それとも、直接雇用をして、調理員を育成してい

くということで、持続可能な学校給食調理現場を作っていくのか、については、国

の方針があるから難しいというふうにおっしゃることは分かりますけれども、再考

をしていただきたいというふうにお願いをしておきます。  

それから、最初に言い忘れたんですけれども、ラップの話なんですが、それ直営

校だったら美談として語られてもいいと思うんですけど、委託校でそれやったらお

財布が違うんで、駄目でしょうというふうに思います。決して美談ではありません。

教育長、そこはシビアに考えてください。キッチンラップ委託費の中から、委託校

であれば購入しているんですね、だから、無くなっちゃったから、ちょっと借りに

いこうという話には、ならないはずなんです。そういうことはちょっとシビアに考

えていただきたいなということを伝えて終わりにします。  

 

学務課長  

時間が無いので、すみません、ちょっと急ぎで話をしますけれども、アンケ―ト

については、委託をする前と後で行おうと思っています。比較をすることによって、

何が違ったのかということを、検証できるのかなと考えております。  

それから、栄養士のサポートの話ですけれども、だからこそ、他市では例えば学

務課の方に配置がされていて、各学校複数校持っているというような事例もあるわ

けですけれども、だからこそ、各学校１人に配置ということを明確に示したという

ふうにご理解いただきたいと思います。また、現在でも１０校委託をしているわけ

なんですけれども、各学校１校以外に学務課に１名栄養士がベテランの栄養士が配

属されております。常々、各学校に飛んで行って、フォローしております。そうい

ったようなサポートも、これまでもやっておりますし、これからも当然続けてまい

ります。  

それから委託料の話ですけれども、各学校給食の食数というのも違ってまいりま

すので、配置する人数なんかも、当然食数がこれだけあります、委託先で見積もり

をお願いするところ、それからプロポーザルをやって、業者さんが手をあげたとこ

ろで、金額を考えるわけですけれども、みんな見積もりも取っておりますけれども、
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そういう食数に応じた見積もりですので、必要な体制に応じて取っております。直

営で調理をやるとなると、なかなか硬直的な運営しかできないというのがございま

す。民間の方で、特化した専門知識を有した方々の中で、いろんな経験とか、お持

ちの方々が、例えば、いろんなご事情で、フルタイムはできないとか、パートタイ

ムを望んでいる方々などもいらっしゃると思います。そのようなことをいろいろ委

託業者において、適切に必要な人員を適切な雇用賃金で雇用しているものと認識し

てございます。また、食数が上がった場合には、１００食例えばその、先ほどちょ

っと述べ忘れたんですけれども、学校の子どもの数が増えた場合に、１００食増え

たときには、プロポーザルして契約するんですけれども、食数が増えた場合には、

また協議をしましょうというような形として、我々としては運営をしております。  

また、ラップについては、給食の消耗品ということになりますので、業者が自分

達で負担するのは、例えば被服とか、その会社としてその職員に直接身に付けるも

のとか、そういうものについては、会社の方の費用で払っていますけれども、そう

いうラップとか消耗品については、給食を提供するうえでの消耗品については、市

の公費で支出をしております。美談というではないというところは、そうではない

ということでご理解ください。  

 

 

 


